




 

1)糖原病の調査 

 垂井らの調査(1964 年)によれば,医学中央雑誌 191 巻(1963 年,昭和 38年)までに収録さ

れた本邦における糖原病の報告は 94 例であった。それ以降 390 巻(1981 年,昭和 56 年)ま

での収録報告例は 161 例に達することが今回の調査で明らかになった。そのうち,酵素活性

やグリコゲン構造の分析によって明らかに病型が確定したと判断される症例は 78 例であ

る。Ⅰ型が過半数の 49 例と最も多く,Ⅱ型が 9例,Ⅲ型が 8例とこれにつづく。1978 年(一

部 1979 年)までに発表されたものが今回の調査対象になっているが,年度別にみると 1966

年以降は病型確定例,不確定例ともに年間ほぼ5例ずつ報告されている。病型診断時の年齢

は,Ⅰ型とⅡ型は乳児期,小児期,学童期,思春期と均等に分布しているが,Ⅱ型は 5 歳未満

が多く,Ⅱ型成人型の報告は 1例にすぎない。また V型とⅦ型は思春期以降に診断されてい

る。報告施設の所在地に基づく地理的分布は確定例に関して関東と近畿が多くてほぼ 20

例,ついで九州 16 例,東北と中部・北陸は各 7例である。 


